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た.血液検査でL-:りJLビンの高値日汁職能異常 を 認 め た

が血清アミラ-ゼは正常であった.腹部超音波換嵐 だy

た鰐腰痴および胆嚢総胆管結石症と診断 し,滑合併聯尾

部切除術を行なった｡腰轟は石灰化をともなった線維組

織で覆われ 嚢胞部分と壊死組織をともなった充実性部

分を認めた.病理所見では充実捜部分は出血壊死鼠織と

その中に腫癌細胞を認めた,厳癌細胞は好酸性の娘体と

卵円形の横を有 し異型性は認めず,PAS染色陽性,a且

-antitrypsim陽性,電願にてチモーゲソ様帝粒を認め

肝LT)S(llid;lIldc)rslictutllOr上診断 した.術後7JTJl

の現在,経過は良好である.

12)牌全摘後の陣内分泌および成長ホルをン
分泌動態について
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鰐全摘術による内因性鰐ホルモン分泌の欠如が成長ホ

ルモン分泌に与える影響について検討 した.対象は鰐癌

2例,乳頭部癌 1例 往､ずれも胃亜全摘亨胆摘,蹄摘餅

施).方法はブドウ糖経口負荷試験とアルギニン経静脈

負荷試験.lfll折,insulinc-pPPtidt-.hurllangr(lWth

hol･t･11(111gluCLILIOnを測定 し,1十下し')結論を得た.

1, 輝全摘例では,ブドウ糖負荷試験で重症の糖尿病

状態を星 Lサimsu呈im は低反応,拷lucagonは増加反応

を示 した.

3. -J'ノl十二二ノ負(urj試験て(t insulin.(､-I)t､ptidL,,

諾摘ca卯nはいずれも無反応であった.

3. 鰐全摘術による豚内分泌機能の欠落が成長ホルモ

ン分泌反応に抑制的に作用 したと考えられた

13)胆道系内分泌細胞癌の 2症例
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症例 1:乳頭部膝癌のため.閉塞性黄痕をきたした症

例で,陣頭 仁~二指腸切除術を施行した.高/))化管状腺癌

と偏平 1-_皮癌の合併あり,Gri111elinsstain(+),S0-

matostatiIIStとlin(+)で内分泌細胞癌と診断された.

症例2:胆嚢頚部の陣場で,電顧iこて endoerjne

granulcsが認められ診断された.

2倒し〔もl年以内に肝転移をきたした.

内分泌細胞癌(･ま,発育進展の早い極めて悪性度の高い
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痛で, lIソバ管,血管-LT)侵襲が強 く早期に 1)ンべ節転

移や肝転移をきたし易い予後不良の疾患である.

且射 胆嚢の腺房平上皮癌 4例 の検討
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1974年から1988年までの且5年間に当科で経験 した胆

襲癌切除例は52例であり,このうち腺房平上皮癌は3例

(5.8%),扇平上皮癌は i例 日.9%)であった.これ

ら4例は何れも大きな感癖を形成 した Sta酢 況以上の

進行癌であった.腺扇平上皮癌のうち高分化型の 1例は

肝床切除と横行結腸合併切除を行い4年間生存中である.

鰻の2例は車分化型と低分化型で,中分化型汐吊 例は肝

床切除による治癒切除が行われたが術後肝転移により死

亡した.低分化型の i例は非治癒切除で術後早期に死亡

している.扇平上皮癌の ま例は高分化型癌であり,肝床

切除が行われた. 1年2ケ月後にリンパ節再発を来 した

が再手術が行われ,15年後の現在生存率である.

扇平上皮癌や腺扇平上皮癌は周囲浸潤が強く予後不良

と言われていたが遠隔転移は少ないと思われることから,

とりわけ高分化型では積極的な切除により良好な予後が

期待できる症例があると考えられた,

15)胆嚢癌の形質発現
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‖1(机 隆起型と表面型胆▲蕪癌を構成する癌細胞L')性

質を組織化学的に検討 しじ ｢対象3Ⅰ型隆起を有する

原発性早期胆療病8例から得られたⅠ塾部脅8蘭域とⅢ

il,llb型部分の6紙城を用いた.卜方法 ]f~㌧表切片を

明し､て CA19-9染色,Hn.}AB染色,CaldCtOSeOXidase

Sehifr(COS)染色.Concanavこ11in A PaI･adoxieal

(cps)染色.Grimelius(GM)染色を行い,非腫癌性

胆燕 t_A.皮柵鞄(T)分矧 こ準 して固有上皮型細胞.表面上皮

相液化生細胞.腺嵩上皮型細胞,幽門腺型紙胞,杯細胞

型細胞.内分泌細胞型細胞に分額 した.[結果]1.全例

に化生型細胞がふらわた.2.Ⅰ型領域はHa, Ⅱb型

龍城に比べで表面 上二皮粘液化生細胞と腺窟上皮型細胞の
出現頻度が高か-つた.3.化生型細胞は,種類ごとに出

現部位に特徴がみられた.


